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★町の人口★人口10,197(-Jの 男4,831（一一15）女5,366(+ 5）世帯合計3,420(+ 1) 62年2月末現在）内は前月との比較です 

不在者投票 
投票日にやむをえない仕事や旅行などのために投票に行けない人は「不在者投票」ができます 

競議言 濡昌龍潟累誹E 48 8 30 - 5時まで 
E4 12日県知事県議会議員投票①

時間は午前7時から午後6時まで 

入
場
券
は
忘
れ
ず
に
投
票
所
へ
 

※
入
場
券
を
忘
れ
た
方
は
、
 

こ
こ
で
申
し
出
て
下
さ
い
。
 

県
知
事
の
投
票
用
紙
 

を
も
ら
い
ま
す
 

※
記
載
台
の
前
の
候
補
者
の
氏
 

名
を
見
て
間
違
い
の
な
い
よ
 

う
書
き
ま
し
ょ
う
。
 

県
議
会
議
員
の
投
票
 

用
紙
を
も
ら
い
ま
す
 

※
記
載
台
の
前
の
候
補
者
の
氏
 

名
を
見
て
間
違
い
の
な
い
よ
 

う
書
き
ま
し
ょ
う
。
 

開
票
は
4
月
 12 

日
午
後
7
時
 30 
分
 

か
ら
町
民
会
館
で
行
う
予
定
で
す
。
 

投
票
し
ま
す
 

く4月26日う
赤池町町議会議員ー般選剥窒勲

投
票
が
終
わ
り
 

ま
し
た
。
 

時間は午前7時から午後6時まで 

※
入
場
券
を
忘
れ
た
方
は
 

こ
こ
で
申
し
出
て
下
さ
い
 

投
票
用
紙
を
も
ら
い
 

ま
す
 

※
記
載
台
の
前
の
候
補
者
の
氏
 

名
を
見
て
間
違
い
の
な
い
よ
 

う
書
き
ま
し
ょ
う
。
 

選挙会（開票）は4 月26日午後7時釦分 

から町民会館で行う予定です。 

不在者投票 
投票日にやむをえない仕事や旅行などのために投票に行けない人は不在者投票ができます。 
'j赤洲〕田1透会議昌一船撰挙） 

投
票
箱
 

投
票
が
終
わ
り
 

ま
し
た
。
 

※
郵
便
投
票
証
明
書
の
有
効
期
間
を
確
か
め
て
下
さ
い
 

郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
制
度
（
身
体
に
重
度
の
障
害
が
あ
る
人
で
「
身
体
障
｛
 

手
帳
」
「
戦
傷
病
者
手
帳
」
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人
）
に
よ
っ
て
そ
の
郵
便
投
一
 

明
書
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人
は
、
郵
便
投
票
証
明
書
の
有
効
期
間
を
確
認
し
一
 

さ
い
。
交
付
の
日
か
ら
四
カ
年
で
期
間
が
切
れ
ま
す
。
期
限
が
切
れ
る
前
に
新
一
 

証
明
書
を
本
人
が
選
挙
管
理
委
員
会
へ
申
請
し
て
下
さ
い
。
 



▼ 
エ
イ
ス
 

▲
 

今
年
の
一
月
に
、
日
本
で
最
初
の
エ
 

イ
ズ
患
者
が
発
生
し
て
以
来
、
全
国
的
 

に
エ
イ
ズ
に
関
す
る
関
心
が
高
ま
っ
て
 

い
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
分
か
ら
な
い
事
 

も
多
く
、
情
報
に
も
乏
し
い
の
が
現
状
 

で
す
。
そ
こ
で
 
「
エ
イ
ズ
」
と
は
ど
ん
 

な
も
の
か
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

【
原
因
】
 

エ
イ
ル
ズ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
感
染
症
 

で
あ
り
、
血
液
、
精
液
、
汚
染
さ
れ
た
 

注
射
針
等
に
よ
り
感
染
し
ま
す
。
 

【
症
状
】
 

体
の
免
疫
力
（
抵
抗
力
）
が
極
端
に
 

低
下
し
て
次
の
よ
う
な
症
状
が
出
ま
す
。
 

①
初
期
 

発
熱
、
寝
汗
、
リ
ン
パ
節
の
腫
れ
、
 

食
欲
不
振
、
下
痢
、
体
重
減
少
な
ど
。
 

②
後
期
 

重
症
の
肺
炎
や
食
道
炎
で
呼
吸
困
難
 

と
な
り
、
食
物
が
の
ど
を
通
ら
な
く
な
 

り
ま
す
。
精
神
症
状
も
伴
い
ま
す
。
 

悪
性
腫
蕩
（
特
に
カ
ポ
ジ
肉
腫
）
は
 

日
本
で
は
ま
だ
確
認
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
 

【
治
療
法
】
 

今
の
と
こ
ろ
決
定
的
な
治
療
法
は
あ
 

り
ま
せ
ん
。
 

【
予
後
】
 

発
病
す
る
と
死
亡
率
は
き
わ
め
て
高
 

く
な
っ
て
い
ま
す
。
 

【
予
防
法
】
 

エ
イ
ズ
患
者
ま
た
は
エ
イ
ズ
抗
体
陽
 

性
者
、
男
性
同
性
愛
者
や
静
脈
注
射
等
 

に
よ
る
麻
薬
、
覚
せ
い
剤
濫
用
者
と
の
 

性
的
接
触
を
避
け
る
こ
と
で
す
。
 

ェ
イ
ズ
に
関
す
る
Q
&
A
 

Q
職
場
や
学
校
に
エ
イ
ズ
患
者
が
い
る
 

と
、
周
囲
の
人
が
エ
イ
ズ
に
か
か
る
恐
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(3) 

第I 期 基本計画 基本構想 

主要施策 基本方針 

◆計画期間ノS61年度～S65年度 

〇テーマノ「出合いとふれあいと安らぎの場の創造」人ロフレームノ10,200人 

、 

j .、 

住 民の健康を守る 
V....iiお鍬 

導車’’が 保健指 
" 

聖にfお芦に 
一 ー ~ ~ ~ ~ 

ー〇積極的広報活動、啓蒙活動により、 

住民、企業等における防火意識の向 

上をはかる。 

〇消防隊員による指導、協力体制の充 

実を促進し、消防団員の知識、技術 

訓練の強化をはかる。 

〇地域での自主防火組織、体制の充実 

ー に努める。 

( 1 ）消 防 

火災の発生を未然に防ぐための防火 

対策を最重点に充実し、火災発生時の 

消火、避難策の強化を進める。 

走 っています 
、 ’●●‘ー 

'./ 
, 

赤池町の住民、そのすべての人が健康 

で快適な毎日をすごせるように・ 。との 

考えから、「保健指導車」 ができました。 

この車に保健婦さんみずから乗り込み 

住民の家庭を訪問。健康に対しての相談 

や指導を行っています。 

多様化していく現代の病気に対して、 

この「保健指導車」住民のみなさんの生 

活に、さらに密着していきます。 

可愛がって下さい。 

ー〇今後とも救急隊員、消防団員の技術 

向上のための研修、訓練を充実する。 

〇広域圏での協力をもとに救急医療シ 

ー ステムの充実を推進する。 

〇住民に対し、救急車の適正な利用に 

ついての啓蒙活動を積極的にすすめ 

ー る。 

(2 ）救 急 

救急業務は住民の生命に直接かかわ 

る非常に重要な業務であるため、業務 

遂行の迅速化、応急処置の向上、救急 

医療システムの充実をすすめる。 

第
ニ
次
赤
池
町
 

総
合
計
画
 

―〇地域の居住環境改善に配慮しつつ、 
鉱害復旧事業の促進をはかる。 

〇無秩序な開発を抑制し、計画的に誘 
導することにより、水害の発生を未 

一 然に防止する。 

〇災害危険箇所への家屋の建設をしな 
いよう、行政が規制する。 

ー〇宅地開発における行政の指導を図る。 

(3 ）自然災害 

特に水害の発生を解消するよう、地 

盤のかさ上げ、排水路の整備に努める。 

また、その他の自然災害に対しても強 

い構造のまちづくりを推進する。 

ー【1 ．防災・救急】 

水害、尖災、交通事故、公害、犯罪 

等の災害から住民の生命と財産を守る 

ため、鉱害復旧の促進、下排水路の整 

備、オープンスペースの確保、木造密 

集地区の改善、防火施設、防犯施設の一 

整備充実等の抜本的改善を促進すると 

ともに、住民への防災思想の普及、監 

視等の防災体制の充実、災害時応急対 

策の強化により、災害に強いまちづく 

りを推進する。 

れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
 

A

エ
イ
ズ
ウ
イ
ル
ス
は
非
常
に
感
染
力
 

の
弱
い
ウ
ィ
ル
ス
で
、
普
通
の
生
活
の
 

中
で
は
う
つ
り
ま
せ
ん
。
 

〇
咳
や
く
し
ゃ
み
な
ど
で
、
空
気
を
介
 

し
て
う
つ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

〇
握
手
、
つ
り
革
や
手
す
り
、
お
金
で
 

う
つ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

〇
食
器
や
食
物
、
飲
物
を
介
し
て
う
つ
 

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

〇
お
風
呂
や
ト
イ
レ
、
プ
ー
ル
で
う
つ
 

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

〇
病
院
や
理
髪
店
、
美
容
院
な
ど
で
も
 

心
配
い
り
ま
せ
ん
。
 

0

ェ
ィ
ズ
抗
体
が
陽
性
で
あ
れ
ば
、
将
 

来
必
ず
ェ
イ
ズ
に
な
る
の
で
す
か
。
 

A
陽
性
で
あ
っ
て
も
エ
イ
ズ
に
な
ら
な
 

い
場
合
が
多
く
、
陽
性
に
な
っ
て
も
エ
 

て
ス
を
発
症
す
る
率
は
、
十
パ
ー
セ
ン
 

ト
か
ら
三
十
パ
ー
セ
ン
ト
と
い
わ
れ
て
 

い
ま
す
。
 

Q
今
ま
で
に
ど
ん
な
人
が
エ
イ
ズ
に
か
 

か
っ
て
い
る
の
で
す
か
。
 

A
欧
米
で
は
、
男
性
同
性
愛
者
と
麻
薬
 

・
覚
せ
い
剤
濫
用
者
が
大
半
で
す
。
 

日
本
で
は
、
血
友
病
患
者
、
男
性
同
 

性
愛
者
の
ほ
か
異
性
間
の
性
的
接
触
に
 

よ
る
患
者
（
女
性
）
も
発
生
し
て
い
ま
す
。
 

Q

ェ
イ
ズ
発
病
ま
で
の
潜
伏
期
間
は
ど
 

の
く
ら
い
で
す
か
。
 

A
個
人
差
が
あ
り
ま
す
が
、
三
年
か
ら
 

五
年
く
ら
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
 

0
エ
イ
ズ
抗
体
の
検
査
は
ど
こ
に
い
け
 

ば
受
け
ら
れ
ま
す
か
。
 

〇今後とも、学校教育、社会教育の場 

を活用し交通安全思想の普及徹底に 

ー 努め、譲りあいの精神を高める。 

〇老朽化した交通安全施設の改善及び 

ー 新設を進める。 

(4 ）交通安全 

交通事故の撲滅は住民すべての願い 

である。交通災害から住民の生命を守 

るため、総合的な交通安全対策を推進 

する。 

ー〇公害発生の怖れがある企業とは積極 

的に公害防止協定の締結をすすめる。 

〇住民と行政が一体となって公害監視 

ー 体制の強化をはかる。 

(5 ）公 害 

住民の健康、生命を守り、良好な居 

住環境を確保するため、公害の発生 

を未然に防止するよう努める。 

(6 ）防犯 
A
筑
豊
地
区
で
は
 

〇
田
川
保
健
所
公
0
9
4
7
1
 44
 

1
0
 

(b

(b

<b 

〇
直
方
保
健
所
容
0
9
4
9
2
1
2
ー
 

nI
山

4
'n
？
乙
に
J
 

〇
飯
塚
保
健
所
公
0
9
4
8
1
 23 

1
4
 

1
ュ
ハ
b

一‘ 

日
時
は
、
各
保
健
所
と
も
毎
週
火
曜
日
 

午
前
9
時
よ
り
 10 

時
ま
で
、
直
方
保
健
 

所
に
つ
い
て
は
午
前
9

時
よ
り
 11 

時
ま
 

で
で
す
。
 

費
用
は
、
 

一
次
試
験
検
査
に
千
六
百
八
 

十
円
o

確
認
検
査
に
四
千
円
で
す
。
 

〇
テ
レ
ホ
ン
・
サ
ー
ビ
ス
 

筑
豊
地
区
 

公
0
9
4
8
1
 23 

1
1
 

[
I
O
0
 

※
な
お
、
エ
イ
ズ
は
感
染
し
て
2

週
間
 

は
検
査
結
果
に
も
出
ま
せ
ん
。
心
配
な
 

方
は
、
結
果
が
出
る
ま
で
の
間
、
献
血
 

は
さ
け
て
下
さ
い
。
 

.
 
.
 ―〇地域、家庭、学校、行政が一体とな 

って、青少年をとりまく社会環境の 

浄化運動および青少年の健全育成活 

一 動を強力に推進する。 

住民が安心して生活できる犯罪の 

ない明るいまちづくりを目指し、防 

犯施設の充実、社会環境の改善を促 

進する。 

安
全
で
う
る
お
い
の
あ
る
生
活
環
境
の
形
成
に
向
け
て
 

ー【2 ．下水道】 

安全で快適な住環境の確保、農業環 

境の保全をはかるため、下排水路の整 

備を促進するとともに、広域圏のなかー 

で積極的に流域下水道の整備の検討を 

行う。 

※3~6 は次号でお知らせします。 

住民の安全の確保、農業環境の保 

全をはかり、雨水、排水施設の整備、 

農業用水路と生活排水路の分離を促 

進する。 

ー〇特に、赤池地区において鉱害復旧事 

業にあわせ、下水路の整備を促進す 

る。 

ー 〇新規開発団地に対し、コミュニティ 

プラントの設置を積極的に指導する。 

〇広域市町村圏の協力をもとに流域下 

一ー 水道の整備検討を進める。 

. 

地価公示普及月間11日～30日（国土庁） 

河川美化月間一1日～30日（建設省） 
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ためらうことなく やりぬきます 
法的措置 ＋よ '

 

一
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悪質な滞納者 

議会だより 

予 

算 

⑥
昭
和
六
十
 
年
度
赤
池
町
一
般
会
計
 

暫
定
予
算
 

⑨
昭
和
六
十
二
年
度
赤
池
町
住
宅
新
築
 

資
金
等
貸
付
事
業
特
別
会
計
予
算
 

⑨
昭
和
六
十
二
年
度
赤
池
町
国
民
健
康
 

保
険
事
業
勘
定
特
別
会
計
予
算
 

⑨
昭
和
六
十
二
年
度
赤
池
町
老
人
保
健
 

特
別
会
計
予
算
 

⑨
昭
和
六
十
二
年
度
赤
池
町
上
水
道
事
 

業
会
計
予
算
 

⑨
昭
和
六
十
二
年
度
赤
池
町
立
病
院
事
 

業
特
別
会
計
予
算
 

（
以
上
の
予
算
に
つ
い
て
は
表
参
照
）
 

一
般
会
計
は
、
歳
入
欠
か
ん
が
多
大
 

で
あ
る
こ
と
、
赤
池
町
唯
一
の
歳
入
一
 

般
財
源
で
あ
る
地
方
交
付
税
の
伸
び
が
 

補
助
金
カ
ッ
ト
を
含
め
て
も
歳
出
額
に
 

見
合
わ
な
い
こ
と
、
又
財
産
処
分
計
画
 

の
歳
入
見
込
み
が
充
分
見
込
め
な
い
な
 

ど
の
理
由
に
よ
り
三
カ
月
の
暫
定
予
算
 

と
な
り
ま
し
た
。
 

補 

正 

予 

算 

⑥
昭
和
六
十
一
年
度
一
般
会
計
補
正
予
 

算
‘
九
千
五
百
九
十
二
万
五
千
円
を
追
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ザ‘、 ノ‘、 ノ‘、 ノ‘、 プ‘、 ノ‘、 プ‘、 プ‘、 プ‘、 f‘、 J‘、 
さ 

、 

、 

、
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法 的 措 置 

その第1弾として、「赤池町住宅新築資金等貸付事業」の 

借入者が再三にわたる催告にも応じず、この事業の運営に 

支障をきたし、ひいては町財政に重大な影響を及ぼす恐れ 

があるため『田川簡易裁判所』に、借入者15人（31件）の、 

こ支払命令申立書ミを提出しました。 

今後もこのような法的措置は、この貸付事業に限らず、 

町税や各種料金などにも適用していきます。 
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ノ‘、 プ‘、 プ‘、 ノ‘、 ノ‘、 ノ‘、 ノ‘、 ノ‘、 j‘、 ノ‘、 ~‘、 ‘‘、 プ‘、 

悪質な滞納者とは 

〇長期間滞納して、特別な事情もなく故意 

に滞納している人。 

例 ①督促および納付指導にも一向に応 

じようとはせず連絡もない人②滞納処分を 

行うとすると財産の名義を他人名義にする 

などして納付を免れようとする人 

ぐ 
、 

、’’ 、’ノ 、’ノ 
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ノ‘、 一
 

プ‘、 一
 

h
 

ノ‘、 ノ，、 ノ‘、 h
 

‘，、 f‘、 ず‘、 '‘、 <
 

ノ
 

'
 

f‘、 ノ‘、 ノ‘、 プ‘、 h
 

昭
和
六
十
二
年
三
月
定
例
町
議
会
は
三
月
十
二
日
か
ら
二
十
五
日
ま
で
十
四
日
間
の
会
期
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

今
年
で
五
年
連
続
の
暫
定
予
算
と
な
っ
た
一
般
会
計
を
は
じ
め
、
赤
池
町
上
水
道
事
業
会
計
な
ど
の
特
別
会
計
予
算
関
係
の
議
案
と
 

補
正
予
算
関
係
の
議
案
、
な
ら
び
に
保
育
所
入
所
措
置
の
条
例
関
係
の
議
案
な
ど
、
合
計
十
九
の
議
案
が
審
議
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
 

ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
 

開
会
日
の
十
二
日
、
日
野
町
長
は
一
般
会
計
を
三
カ
月
、
五
年
連
続
と
な
っ
た
暫
定
予
算
の
理
由
を
説
明
、
昭
和
六
十
二
年
度
に
あ
 

た
り
、
施
政
方
針
を
行
い
「
財
政
運
営
に
あ
た
っ
て
は
、
納
税
あ
る
い
は
貸
付
金
返
債
の
悪
質
な
滞
納
者
に
は
、
厳
し
い
手
段
を
講
じ
 

て
い
く
。
法
的
な
手
段
を
も
辞
さ
な
い
ノ
・
赤
池
町
に
と
っ
て
本
年
は
正
念
場
の
年
で
あ
る
。
職
員
の
意
識
改
革
は
も
と
よ
り
、
 
一
丸
と
 

な
っ
て
全
精
力
を
つ
い
や
し
、
不
退
転
の
決
意
で
望
む
」
 
と
厳
し
い
財
政
事
情
に
対
し
て
、
ど
う
取
り
組
ん
で
ゆ
く
の
か
の
表
明
を
し
 

ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
請
願
、
陳
情
、
報
告
、
 

一
般
質
間
な
ど
多
数
の
事
項
を
審
議
し
て
終
了
し
ま
し
た
。
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

加
補
正
し
総
額
四
十
六
億
六
千
四
百
七
 

十
万
九
千
円
と
な
り
ま
し
た
。
内
容
は
 

歳
入
の
主
な
も
の
で
は
、
補
助
単
価
改
 

正
に
よ
る
も
の
や
、
起
債
充
当
額
の
増
、
 

ま
た
町
営
住
宅
使
用
料
、
産
炭
地
域
振
 

興
対
策
特
別
事
業
交
付
金
な
ど
で
、
歳
 

昭和62年度予算額と前年対比 
（一般会計の伸率は前年度が6カ月の暫定予算のため未記入） 

z、 雄毒 
ュ、 額

 
算
 

予
 

対前年 
伸率（%) 

一般会計暫定 15億5,464万円 / 
住宅新築資金等貸付事業特別会計 2億7,736万円 L38,2 

国民健康保険事業勘定特別会計 5億2,585万円 29.5 

老人保健特別会計 7億3,856万円 △3.7 

上水道事業特別会計 2億5,100万円 2.5 

町立病院事業特別会計 6億9,205万円 14.4 

上
償
還
を
行
う
こ
と
の
条
件
つ
き
で
県
 

よ
り
半
額
返
還
の
措
置
が
認
め
ら
れ
た
 

こ
と
に
伴
い
繰
上
償
還
金
一
億
五
百
九
 

十
万
八
千
円
の
補
正
を
し
た
も
の
で
す
。
 

な
お
、
赤
字
限
度
額
の
抑
制
等
か
ら
開
 

発
公
社
へ
の
貸
付
金
を
一
千
八
百
九
十
 

六
万
九
千
円
減
額
補
正
し
ま
し
た
。
 

一
条
例
の
制
定
・
一
部
改
正
 

⑨
赤
池
町
保
育
所
入
所
措
置
条
例
の
制
 

定
‘
児
童
福
祉
法
の
一
部
改
正
に
伴
な
 

う
、
保
育
所
の
入
所
措
置
等
を
定
め
ま
 

し
た
。
 

⑨
赤
池
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
 

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
‘
国
民
健
康
 

保
健
法
の
改
正
に
伴
な
う
条
例
の
一
部
 

を
改
正
し
た
も
の
で
す
。
 

⑥
赤
池
町
営
住
宅
家
貸
徴
収
条
例
の
制
 

定
‘
現
在
あ
る
町
営
住
宅
の
サ
ッ
シ
窓
 

取
替
え
に
よ
る
家
賃
の
変
更
と
、
六
十
 

一
年
度
に
建
設
し
た
町
営
住
宅
の
家
賃
 

の
金
額
を
新
し
く
定
め
た
も
の
で
す
。
 

一 

計
画
の
一
部
変
更
 

⑨
赤
池
町
過
疎
地
域
振
興
計
画
の
一
部
 

変
更
‘
後
期
過
疎
計
画
の
一
部
に
変
更
 

が
生
じ
た
た
め
変
更
す
る
も
の
で
す
。
 

町 

道 

路 

線 

⑥
町
道
路
線
の
廃
止
・
認
定
・
変
更
‘
 

道
路
の
新
設
、
改
良
等
に
伴
な
い
町
道
 

路
線
の
廃
止
、
又
は
認
定
、
変
更
を
す
 

る
必
要
が
生
じ
た
た
め
道
路
法
の
規
定
 

に
基
づ
い
て
議
決
さ
れ
ま
し
た
。
 

報 

告 

⑨
昭
和
六
十
事
業
年
度
赤
池
町
土
地
開
 

出
の
主
な
も
の
で
は
、
児
童
措
置
費
委
 

託
料
の
単
価
改
正
に
よ
る
追
加
分
や
衛
 

生
組
合
の
じ
ん
芥
処
理
施
設
改
修
工
事
 

の
負
担
金
な
ど
、
ま
た
病
院
会
計
に
対
 

す
る
支
出
金
や
、
農
業
施
設
等
災
害
復
 

旧
工
事
、
用
地
収
得
費
、
県
振
興
資
金
 

の
元
利
償
還
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

ま
た
、
六
十
一
年
度
事
業
で
実
施
予
定
 

で
し
た
中
央
台
下
排
水
路
改
良
工
事
、
 

道
路
鉱
害
の
屋
敷
ー
徳
人
原
線
鉱
害
復
 

旧
工
事
に
つ
い
て
は
、
新
年
度
に
実
施
 

す
る
こ
と
で
、
そ
れ
ぞ
れ
減
額
補
正
し
 

て
い
ま
す
。
 

⑥
昭
和
六
十
一
年
度
赤
池
町
住
宅
新
築
 

資
金
等
貸
付
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
 

‘
一
千
六
百
二
十
六
万
七
千
円
を
減
額
 

補
正
し
総
額
五
億
三
千
百
十
六
万
八
千
 

円
と
な
り
ま
し
た
。
内
容
は
歳
入
で
県
 

費
補
助
金
の
増
額
、
歳
出
で
は
前
年
度
 

繰
上
充
用
金
の
減
額
補
正
し
た
も
の
で
 

す。 
⑥
昭
和
六
十
一
年
度
赤
池
町
国
民
健
康
 

保
険
事
業
勘
定
特
別
会
計
補
正
予
算
‘
 

三
千
二
百
三
万
五
千
円
を
追
加
補
正
し
 

総
額
五
億
二
百
二
十
一
万
五
千
円
と
な
 

、．ノ ) 

発
公
社
決
算
→
収
支
決
算
の
審
査
の
結
 

果
、
収
支
な
ら
び
に
決
算
と
も
に
正
当
 

に
し
て
不
都
合
な
き
旨
、
監
査
委
員
よ
 

り
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
 

⑥
昭
和
六
十
一
年
度
定
例
事
務
監
査
の
 

結
果
報
告
廿
二
月
二
十
日
か
ら
三
月
三
 

日
ま
で
実
施
さ
れ
た
予
算
執
行
状
況
に
 

つ
い
て
の
監
査
結
果
が
監
査
委
員
よ
り
 

報
告
さ
れ
ま
し
た
。
 

般 

質 

間 

岡
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
 

圏
赤
池
町
独
自
で
運
営
し
て
い
く
事
は
 

困
難
で
あ
り
、
田
川
市
郡
の
町
村
が
集
 

ま
り
共
同
で
運
営
し
て
い
く
こ
と
も
、
 

赤
字
の
団
体
が
多
い
中
、
む
つ
か
し
い
 

こ
と
に
思
え
る
が
、
今
後
町
村
長
会
議
 

の
中
で
検
討
し
て
い
き
た
い
。
 

岡
暴
力
団
対
策
に
つ
い
て
 

圏
赤
池
町
で
の
指
名
業
者
は
県
警
か
ら
 

暴
力
団
と
の
関
係
あ
り
と
知
ら
さ
れ
た
 

業
者
は
は
ず
し
た
。
又
町
営
住
宅
の
入
 

居
者
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
暴
力
団
関
 

係
の
名
簿
を
下
さ
い
と
警
察
に
申
し
出
 

た
と
こ
ろ
、
そ
れ
は
で
き
な
い
と
い
う
 

返
事
な
の
で
、
住
民
に
支
障
が
お
こ
る
 

よ
う
で
あ
れ
ば
、
町
の
方
か
ら
警
察
へ
 

出
向
き
調
査
し
た
上
で
、
警
察
と
の
連
 

携
を
密
に
し
て
、
目
を
光
ら
せ
て
行
き
 

た
い
。
 

請 

願 

⑨
国
民
の
食
料
を
守
り
農
業
再
建
に
関
 

す
る
意
見
書
の
採
択
を
求
め
る
請
願
‘
 

採
択
 

⑥
限
時
法
に
よ
る
新
規
立
法
を
求
め
る
 

り
ま
し
た
。
内
容
は
医
療
費
が
当
初
の
 

見
込
よ
り
伸
び
た
た
め
で
す
。
 

⑨
昭
和
六
十
一
年
度
赤
池
町
老
人
保
健
 

特
別
会
計
補
正
予
算
‘
四
十
万
六
千
円
 

を
追
加
補
正
し
総
額
七
億
六
千
八
百
四
 

十
二
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
内
容
は
一
 

時
借
入
金
に
伴
う
利
子
及
び
前
年
度
国
 

庫
補
助
金
の
返
還
金
で
す
。
 

⑥
昭
和
六
十
一
年
度
赤
池
町
立
病
院
事
 

業
特
別
会
計
補
正
予
算
‘
収
益
的
収
入
 

お
よ
び
支
出
で
三
十
七
万
八
千
円
、
資
 

本
的
収
入
お
よ
び
資
出
で
三
千
二
百
万
 

円
が
そ
れ
ぞ
れ
追
加
補
正
さ
れ
ま
し
た
。
 

内
容
は
旧
赤
池
保
育
所
の
鉱
害
復
旧
移
 

転
工
事
に
伴
な
う
用
地
購
入
費
な
ら
び
 

に
デ
ー
タ
バ
ン
ク
事
業
で
購
入
す
る
機
 

械
の
購
入
費
で
す
。
 

⑥
昭
和
六
十
一
‘
年
度
赤
池
町
一
般
会
計
 

補
正
予
算
（
追
加
議
案
）
‘
八
千
六
百
 

九
十
三
万
九
千
円
を
追
加
補
正
し
総
額
 

四
十
七
億
五
千
百
六
十
四
万
八
千
円
と
 

な
り
ま
し
た
。
内
容
は
昭
和
五
十
六
年
 

度
、
県
か
ら
無
利
子
の
融
資
を
受
け
て
 

い
ま
す
振
興
資
金
四
億
七
百
万
円
の
元
 

金
八
千
百
四
十
万
の
返
済
が
、
今
回
繰
 

意
見
書
に
つ
い
て
の
請
願
書
→
採
択
 

⑨
赤
池
町
第
 11
 

支
所
赤
池
町
車
道
通
り
 

か
ら
貴
船
に
通
ず
る
道
路
拡
幅
整
備
等
 

に
関
す
る
請
願
書
‘
採
択
 

⑥
町
立
病
院
の
入
院
ベ
ッ
ド
の
増
床
を
 

求
め
る
請
願
書
‘
採
択
 

陳 

情 

⑥
社
会
保
険
診
料
報
酬
に
係
る
事
業
の
 

非
課
税
措
置
存
続
に
関
す
る
意
見
書
採
 

択
の
陳
情
書
→
採
択
 

⑨
昭
和
六
十
二
年
度
保
育
関
係
赤
池
町
 

予
算
等
に
対
す
る
陳
情
書
‘
採
択
 

意 

見 

書 

⑨
円
高
不
況
克
服
・
雇
用
の
安
定
確
保
 

に
関
す
る
意
見
書
（
案
）
 

⑨
防
衛
費
の
G
N
P
比
ー
パ
ー
セ
ン
ト
 

枠
厳
守
を
要
求
す
る
意
見
書
（
案
）
 

二
つ
の
意
見
書
は
、
そ
れ
ぞ
れ
採
択
 

さ
れ
、
各
関
係
省
庁
へ
提
出
さ
れ
ま
し
 

た。 臨
時
町
議
会
（
3
月4
日） 

⑥
赤
池
町
議
会
の
議
員
の
定
数
を
減
少
 

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
‘
 

審
議
の
結
果
投
票
と
な
り
、
十
八
名
の
 

議
員
の
う
ち
、
賛
成
七
、
反
対
十
（
う
 

ち
白
票
一
）
で
否
決
さ
れ
ま
し
た
。
 

な
お
議
長
は
表
決
に
加
わ
っ
て
い
ま
 

せ
ん
。
 

婦人週間 10日～16日（労働省） 世界保健デ-  7 日（厚生省） 
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ミ絶対に反対です 
国鉄バス廃止問題 

ミ 

町内の2路線の国鉄バス（直方～上野峡）（赤池 

駅～上野峡） を存続させるため、昨年から数度に 

わたり関係諸機関に陳情を重ねてきました。しか 

しながら、事態は廃止という最悪の方向に進んで 

います。 

「なんとかしなければ」 と、3 月12日（木）、町長、 

議長、副議長ならびに議員の方々、それに地元代 

表の皆さんたちにより、国鉄九州総局自動車部・ 

九州運輸局へ廃止反対の陳情を行いました。（写） 

これに対し自動車部部長は 「現状のまま存続と 

いうのは非常に困難な状況です。今後は国鉄と赤 

池町が話し合いを重ねていきたい」との返事でしI 
た。町としては1日でもバスがなくなるという事ミ 

態だけは避ける努力をする考えです。 

【速報】 4 月1日から国鉄バスは休止となりま 毒 

す。でも再三の陳情の結果（休止一走らない） 

との状況は回避されました。 しかし予断はゆる 

しません。いつまで走らせるか？ 

国鉄側は 「自元と協議を重ねた上で 」 と 

走行停止には慎重ですが、『休止』 は現実となり 

ました。 町としては、これまで以上に積極的に 

話し合いを重ねていきます。 

(6 ) 

自分の夢、その重さ、大切さ、誰にも分からない 
ト上野小学校卒業式、男2'1人・女24人・計45人， 

◆
四
月
十
七
日
岡
5
十
九
日
回
開
催
◆
 

第
十
四
回
上
野
焼
 

陶
器
ま
つ
り
 

例
年
行
わ
れ
て
い
ま
す
「
上
野
焼
陶
 

器
ま
つ
り
」
が
、
今
年
は
四
月
十
七
日
 

.
 

上野焼陶器まつり交通規制 

4 月18日田12: 00--17:00 

4 月19日回 9:OO--17: 00 

凡 例 

=＝コ ー方通行 

ー→ 駐車禁止 

~ 駐車 可 

血1 窯 元 

熱 
. 

一
ー
・
 

自
分
だ
け
の
足
跡
 

) 

1 

自
分
だ
け
の
歴
史
 

を
つ
く
る
た
め
 

今
の
自
分
か
ら
 

か
ら
十
九
日
ま
で
の
三
日
間
開
催
さ
れ
 

ま
す
。
昨
年
は
悪
天
候
に
も
か
か
わ
ら
 

ず
一
万
一
千
二
百
人
の
観
光
客
が
訪
れ
 

ま
し
た
が
、
今
年
は
天
候
に
恵
ま
れ
れ
 

ば
一
万
五
千
人
の
人
出
を
見
込
ん
で
い
 

ま
す
。
 

一
方
適
行
内
に
は
無
料
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
を
運
行
し
て
い
ま
 

マ
イ
カ
ー
は
所
定
の
駐
車
場
に
駐
車
し
、
窪
元
め
ぐ
り
に
こ
の
 

無
料
バ
ス
を
御
利
用
下
さ
い
．
 

停
車
場
は
国
鉄
バ
ス
の
バ
ス
件
と
柴
ノ
門
議
・
卿
ノ
谷
議
・
光
 

井
窯
に
止
ま
り
ま
す
．
 

ト赤池中学校卒業式、男60人女68人・計128人ぐ 

「
一
方
通
行
」
「
無
料
バ
ス
」
「
出
店
」
 

も
定
着
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
協
賛
店
 

も
年
々
増
加
し
、
楽
し
さ
も
倍
加
し
て
 

い
ま
す
。
地
元
の
み
な
さ
ん
、
今
年
も
 

迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
協
力
よ
 

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
 

《
ん
》
ぐ
ぐ
ぐ
ぐ
ん
 

、
 

一
 

護義三誌雲三員嚢舞郵三立亜妻詳電昌葺膏雄誓喜

＆ーーー― 

、
 

同
和
問
響
発
叫
ー
ズ
 

部
落
解
放
の
展
望
 

廿
人
権
の
展
望
 

わ
た
し
た
ち
の
社
会
の
中
に
、
ま
だ
 

部
落
差
別
が
の
こ
っ
て
い
ま
す
。
し
か
 

し
、
わ
た
し
た
ち
は
、
こ
の
問
題
を
真
 

の
民
主
主
義
の
確
立
を
め
ざ
す
国
民
的
 

課
題
と
し
て
解
決
し
て
い
か
ね
ば
な
り
 

ま
せ
ん
。
 

い
ま
、
こ
の
問
題
の
解
決
へ
の
展
望
 

を
三
つ
の
側
面
に
見
い
だ
す
こ
と
が
で
 

き
ま
す
。
ま
た
、
見
い
だ
す
努
力
を
し
 

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

一
、
同
和
行
政
（
同
和
対
策
事
業
、
教
 

育
、
啓
発
）
の
推
進
 

一
九
六
九
年
（
昭
和
四
四
年
）
以
来
 

の
旧
法
（
同
和
対
策
事
業
特
別
措
置
法
）
 

が、 

一
九
八
二
年
（
昭
和
五
七
年
）
制
 

定
の
 
「
地
域
改
善
対
策
特
別
措
置
法
」
 

に
引
き
つ
が
れ
て
同
和
対
策
行
政
が
す
 

す
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
 

て
、
同
和
地
区
の
環
境
は
以
前
に
比
べ
 

か
な
り
改
善
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
 

し
、
ま
だ
一
人
ひ
と
り
の
生
活
の
現
実
 

は
き
び
し
く
、
労
働
（
雇
用
・
職
業
）
 

保
障
、
教
育
及
び
福
祉
な
ど
の
面
で
は
 

ま
だ
多
く
の
問
題
が
残
さ
れ
て
お
り
、
 

今
後
の
行
政
対
策
に
期
待
が
よ
せ
ら
れ
 

て
い
ま
す
。
今
後
の
同
和
行
政
に
よ
っ
 

て
同
和
問
題
の
解
決
が
一
歩
一
歩
す
す
 

今
後
も
、
人
権
意
識
の
高
ま
り
の
中
 

で
、
多
く
の
人
び
と
が
自
ら
の
内
に
あ
 

る
部
落
差
別
意
識
か
ら
解
放
さ
れ
て
い
 

く
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
の
大
き
な
期
待
 

の
中
に
部
落
解
放
の
展
望
を
も
て
る
の
 

で
す
し
、
ま
た
、
そ
こ
に
展
望
を
も
た
 

ね
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
 

か。 か
が
や
け
人
権
 

人
類
の
未
来
の
た
め
に
 

世
界
中
に
は
、
い
ま
、
地
球
を
何
度
 

も
破
壊
で
き
る
ほ
ど
の
大
量
の
核
兵
器
 

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
恐
怖
の
中
で
、
わ
 

た
し
た
ち
は
 21 

世
紀
を
め
ざ
し
て
い
ま
 

す。 わ
た
し
た
ち
人
類
が
作
っ
た
核
兵
器
 

に
よ
っ
て
、
わ
た
し
た
ち
は
自
ら
滅
亡
 

の
運
命
を
た
ど
る
の
で
し
ょ
う
か
。
 

そ
れ
と
も
、
人
権
思
想
が
世
界
中
に
 

高
ま
り
、
人
を
傷
つ
け
ず
、
能
力
や
主
 

義
、
思
想
を
問
わ
ず
人
と
人
、
国
と
国
 

と
が
助
け
合
う
信
頼
と
安
心
の
世
界
が
 

軍
縮
、
核
兵
器
の
廃
絶
を
伴
っ
て
、
開
 

け
て
く
る
の
で
し
ょ
う
か
。
 

い
ま
、
わ
た
し
た
ち
人
類
が
自
ら
に
 

間
わ
れ
て
い
る
の
は
、
自
ら
の
内
に
あ
 

る
人
間
不
信
と
エ
ゴ
イ
ズ
ム
（
利
己
主
 

義
）
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
 

部
落
の
解
放
廿
人
間
解
放
廿
人
権
尊
 

重
の
思
想
の
確
立
を
通
じ
て
、
わ
た
し
 

た
ち
は
、
永
久
に
世
界
人
類
が
平
和
の
 

う
ち
に
生
存
す
る
道
す
じ
を
作
っ
て
ゆ
 

め
ら
れ
て
い
く
こ
と
は
、
明
る
い
展
望
 

と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
 

ニ
、
同
和
地
区
住
民
の
自
力
（
自
力
・
 

自
闘
）
の
努
力
 

い
ま
同
和
地
区
で
は
、
識
字
学
級
や
 

婦
人
・
青
年
・
子
ど
も
会
な
ど
の
学
習
 

会
が
、
地
区
の
婦
人
や
青
年
の
活
動
に
 

さ
さ
え
ら
れ
て
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

日
雇
い
の
共
働
き
家
庭
が
多
く
、
参
加
 

し
た
く
て
も
参
加
で
き
な
い
と
い
う
婦
 

人
や
青
年
も
多
く
、
困
難
な
実
態
が
ま
 

だ
残
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
地
区
の
 

人
た
ち
は
、
自
分
た
ち
の
生
き
方
を
自
 

く
っ
 

力
、
自
闘
と
位
置
づ
け
て
、
差
別
に
屈
 

す
る
こ
と
の
な
い
生
き
方
を
求
め
、
努
 

力
を
続
け
て
い
ま
す
。
 

こ
こ
に
、
部
落
解
放
の
展
望
が
開
け
 

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
 

三
、
住
民
み
ん
な
の
 

人
権
思
想
の
た
か
ま
り
 

わ
た
し
た
ち
の
、
社
会
の
中
に
、
部
 

落
差
別
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
、
ど
ん
 

な
差
別
も
い
け
な
い
こ
と
な
の
だ
、
と
 

い
う
人
権
思
想
の
考
え
が
、
少
し
ず
つ
 

で
は
あ
り
ま
す
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
 

同
和
地
区
だ
け
が
よ
く
な
っ
て
 

と
い
う
ね
た
み
意
識
を
も
つ
人
も
い
ま
 

す
が
、
同
和
地
区
の
人
た
ち
の
生
活
実
 

態
が
少
し
ず
つ
わ
か
っ
て
く
る
に
従
っ
 

て
、
理
解
者
も
増
え
て
き
ま
し
た
。
 

か
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
 

う
か
。
 人

の
世
に
熱
あ
れ
 

人
間
に
光
あ
れ
ノ
 

福
岡
県
部
落
史
研
究
会
資
料
よ
り
 

今
月
の
解
放
講
座
 

科学技術週間一13日～19日（科学技術庁） 
発明の日 

と
 

き
 

4
月
 22 

日
（
水
曜
日
）
 

と
一
」
ろ
 

午
後
7
時
 30 

分
か
ら
 

同
和
対
策
中
央
研
修
所
 

自
己
を
見
つ
め
、
暮
し
を
高
め
 

る
解
放
講
座
へ
、
み
な
さ
ん
さ
そ
 

い
あ
っ
て
参
加
し
ま
し
ょ
う
。
 



幻
 く 

健
康
教
室
⑤
 

ー

 
ー
食
事
療
法
の
実
際
 

赤池町立病院 

内科医長 

慶瀬 憲治 

栄 養 士 

森田 和子 

m
食
品
交
換
表
 

日
常
よ
く
使
わ
れ
る
食
品
を
栄
養
素
別
 

に
表
m
i
⑥
に
分
類
し
た
も
の
で
す
。
 

「
単
位
」
 

食
品
交
換
表
の
各
表
に
は
、
 

そ
れ
ぞ
れ
の
食
品
 80 

キ
ロ
カ
 

ロ
リ
ー
の
重
さ
が
示
さ
れ
て
 

お
り
、
こ
れ
を
一
単
位
と
呼
 

び
ま
す
。
 

一
般
に
ー
つ
一
切
 

れ
と
し
て
見
ら
れ
る
常
用
量
 

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
 80 

キ
ロ
カ
 

ロ
リ
ー
に
近
い
の
で
一
単
位
 

廿
 80 

キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
と
決
め
 

ら
れ
ま
し
た
。
主
な
食
品
の
 

表
m
ー
表
⑥
ま
で
の
分
類
と
 

一
単
位
の
量
を
覚
え
る
こ
と
 

は
食
事
療
法
を
早
く
上
手
に
 

で
き
る
コ
ツ
に
な
り
ま
す
。
 

りんご 

ー一
 

切
 

魚
か
ヲ
。
 

身
安
ニ
」
暗
 

卵
0
帥
 

こはん 

150g（小1コ） 
く
 01
 に

J
 

一
相
 

（
乙
 器

 
【hJ 

に
J
 

一
 

一 

1 単位 

80KcaI 

「
計
量
」
 

料
理
を
作
る
前
に
必
ず
材
料
の
一
単
位
 

の
分
量
を
食
品
交
換
表
で
し
ら
べ
て
正
 

し
く
計
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
 

繰
り
返
し
計
っ
て
目
安
量
を
覚
え
る
必
 

要
が
あ
り
ま
す
が
、
自
信
が
あ
っ
て
も
 

時
々
計
っ
て
確
か
め
る
事
も
大
切
で
す
。
 

納
め
忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
つ
 

国
民
年
金
保
険
料
 

保
険
料
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
 

か
。
今
一
度
納
付
書
を
お
確
か
め
下
さ
 

い
。
納
め
忘
れ
が
あ
り
ま
す
と
、
年
金
 

を
受
け
る
条
件
を
満
た
す
こ
と
が
で
き
 

な
い
ば
か
り
か
、
あ
な
た
の
お
子
さ
ん
 

や
お
孫
さ
ん
な
ど
若
い
世
代
の
負
担
が
 

そ
れ
だ
け
大
き
く
な
っ
て
、
老
齢
基
礎
 

年
金
な
ど
の
給
付
が
円
滑
に
行
わ
れ
な
 

く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
 

⑥
保
険
料
を
前
納
す
る
と
割
引
き
さ
れ
 

ま
す
 

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
毎
月
納
め
 

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
昭
和
 62 

四
 
年
4
月
か
ら
昭
和
 63 

年
3
月
ま
で
の
一
 

保険料額（年額） 
(62.4---63.3) 

× 一般加入者 付加加入者 

通常納付 88,800円 93,600円 

前納すると 86,660円 91,340円 

割 引 額 2,140円 2,260円 

きらずずし 
食品分類表 

表
 

食 品 名 

糖

 

」ロ 

ごはん めん パン いも れんこん かぽちゃ 

曹国国圏卵のコ ⑩ 
主食又は、その代用になる食品が主でその他にも 

うずら豆・小豆・フライゃてんぷらの衣にも含ま 

れます。 

2
 

りんご バナナ みかん ぶどう すいか 

専勿医I）蜘にフ 
生鮮果物の表で缶詰め・干果は含みません。 

た

ん

ぱ

く

質

 

n
く。 

魚 かまぼこ イカ 卵 チーズ 肉 

◇く呼“J 〇 乏多雄p 
ハム トーフ 納豆 豆乳 めざし 貝 

の⑨運巨け参西心 
糖質・脂質を多く含むものもあり、かたよった」“ 

り方はっっしみましよう。 

4
よ 

牛乳 ョーグルト 

月／天ニうチ一ズを除いた乳類です牛乳 
じブ 『ニ／ の中には色々の栄養素が含ま 

れており持にカルシウムが多いので1日に1本は 

のみましよう。 

脂 

~.I 

に
リ
 

サラダ油 戸 豚バラ肉 ピーナッ バター 玉 
J ノノ豊 A '‘二． ノぐて 、一，心ノ ノ ポ 

プ目罵う尋97 
油脂類と多脂性食品でバター・ラ一ドより 

植物性油を使いましよう。量は少なくても 

エネルギ一は高いので注意しましよう。 

ビ
タ
ミ
ン
‘
ミ
、
不
一
フ
ル
 

ハ
h
口 

キャべッ 玉ネギ ほうれん草 きのこ 海そう 
" '4 j 各 -, ／な、 父A、一 

ノ彫（さ」ッ ly1- 」 縄r γ 

トマト きゆうり なす こんにゃく ピーマン 

③‘ニダJ 噴多 ⑩ 
ごぼう 

散ソ三事多グ 

あまり制限されませんが、緑黄色野菜は100 g と 

りましよう。海そう・きのこ・こんにゃ〈はエネ 

ルギー量は計算しません。 

食 品 
基 礎 食 

単位 数 量 め や す 

米 飯 6 330g 茶わん軽く3杯 

果 物 1 150g りんご小1コ 

魚介類 1 80g 白身魚1切 

肉 類 1 60g 牛肉ももうす切1切 

卵 1 50g 鶏卵中1コ 

豆 腐 1 lOOg 1 /3 丁 

牛 乳 1 .4 200c一c. 1 本 

油脂類 1 log 大さじ軽く1杯 

野菜類 1 300g 

みそマ十 
用みそ 0.3 12g 小さじ2杯 

調理用 
さとう 0.3 6g 小さじ2杯 

合 計 15単位 （1,200キロカロリー） 

②
単
位
配
分
の
進
め
方
 

あ
な
た
の
一
日
の
総
ェ
ネ
 

位
に
計
算
し
ま
し
よ
う
。
 

総
ェ
ネ
ル
ギ
ー
二
・
 80 

廿
 

ル
 
ギ
ー
を
単
 

単
位
 

こ
の
一
日
の
単
位
を
表
田
ー
⑥
に
ふ
り
 

わ
け
ま
す
。
し
か
し
好
き
な
よ
う
に
わ
 

け
た
の
で
は
バ
ラ
ン
ス
が
く
ず
れ
ま
す
。
 

そ
こ
で
最
低
必
要
な
量
を
す
で
に
決
め
 

て
い
ま
す
。
こ
れ
を
基
礎
食
と
い
い
ま
 

米
の
消
費
拡
大
 

きゅうり 

人 参 1 /2本 

きくらげ 2枚 

砂 糖 少々 

塩 少々 

れんこん 薄切5枚 

生 妻 薄切5枚 

甘 酢 

酢 大さじ2 

砂 糖 大さじ2 

(4 人分） 

2尾 

小さじ1 /4 

1 /2 カップ 

30 0g 

3 ケ 

大さじ2 

大さじ2 

小さじ1 /2 

材料及び分量 

こはだ 

塩

酢

 きらず 

卵 

砂 糖 

酢 

塩 

、

ー

 

す
。
基
礎
食
と
は
千
ニ
百
キ
口
カ
口
リ
 

ー
（
 15 

単
位
）
で
す
。
 

15 

単
位
以
上
あ
る
人
は
、
基
礎
食
に
そ
 

の
残
り
の
単
位
を
加
え
ま
す
。
こ
れ
を
 

付
加
食
と
い
い
ま
す
。
 

一
日
の
単
位
ー
基
礎
食
＋
付
加
食
 

付
加
食
の
配
分
は
、
食
習
慣
・
好
み
・
 

病
状
な
ど
を
考
慮
し
追
加
し
て
い
き
ま
 

す。 

作 り 方 

1 ．こはだは3枚におろして、塩少々をふり20分位おく。 

2 . 1を水洗いして、15分位酢につける。 

3 . きゅうりはせん切りにして、塩少々をふっておく。 

4 ．れんこん・生菱は薄切りにして、熱湯にくぐらせ、甘酢につけておく。 

5，きくらげは、水にもどしてせん切りにし、水から煮てやわらかくなった 

ら、だし汁と砂糖・塩少々を加え、せん切りの人参と一緒に煮て、味をつけ 

る。しばらく煮汁につけておく。 

6 ．きらずは水洗いして裏ごしにかけガーゼに包んでよく水気を切る。 

7 . 6 を鍋に入れて砂糖・塩・酢・卵を入れてよくまぜ合せて焦がさないよ 

うに妙める。 

8 . 7 がさめたら、 2のこはだを細切りにして、 3・4・ 5の水気をよくと 

り7 にまぜ合せる。 

※米にはいろいろな調理の仕方があります。 

よりおいしく、バランスよく食べましよう。 

年
分
を
4
月
に
一
括
し
て
前
納
す
る
こ
 

と
も
で
き
ま
す
。
前
納
す
る
と
、
年
5
 

分
5

厘
の
高
利
率
で
計
算
し
て
割
引
か
 

れ
、
毎
月
納
め
る
手
数
も
は
ぶ
け
ま
す
。
 

4
' 

国
民
健
康
保
険
証
の
切
替
（
検
認
）
は
 

終
り
ま
し
た
か
？
 

検
認
を
し
て
い
な
い
国
民
健
康
保
険
 

証
の
有
効
期
限
は
昭
和
六
十
一
年
三
月
 

三
十
一
日
で
す
。
も
し
検
認
を
忘
れ
ま
 

す
と
、
お
持
ち
の
保
険
証
で
は
病
院
で
 

実
費
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

ま
だ
手
続
き
を
終
っ
て
な
い
方
は
、
至
 

急
す
ま
せ
て
下
さ
い
。
 

〇
場
所
”
廿
役
場
住
民
福
祉
課
国
保
係
 

（
窓
ロ
⑥
番
）
 

〇
持
参
す
る
も
の
廿
保
険
証
、
印
鑑
 

※
な
お
、
前
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
 

た
よ
う
に
国
民
健
康
保
険
法
が
一
部
改
 

正
さ
れ
、
悪
質
な
保
険
税
の
滞
納
者
に
 

対
し
て
は
、
保
険
証
の
返
還
や
、
保
険
 

給
付
の
一
時
差
し
止
め
な
ど
の
法
的
な
 

食
事
の
と
り
方
の
注
意
 

m
食
生
活
を
規
則
正
し
く
 

決
ま
っ
た
時
間
に
同
じ
く
ら
い
の
量
を
 

食
べ
ま
し
ょ
う
。
 

②
食
事
は
よ
く
か
ん
で
ゆ
っ
く
り
と
。
 

③
塩
分
は
ひ
か
え
ま
し
ょ
う
。
 

1
u
向
血
圧
症
の
原
因
と
な
り
糖
尿
病
の
進
 

行
を
助
長
し
ま
す
。
つ
け
も
の
、
つ
く
 

だ
煮
、
ハ
ム
、
ち
く
わ
、
か
ま
ぼ
こ
な
 

ど
は
ほ
ど
ほ
ど
に
す
る
。
 

は
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
多
い
も
の
は
ひ
 

か
』
え
ま
し
ょ
・
フ
。
 

動
脈
硬
化
は
健
常
者
と
比
較
し
て
十
年
 

早
い
の
で
血
中
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
正
 

常
範
囲
に
し
ま
し
ょ
う
。
 

あ
ぶ
ら
の
多
い
肉
は
ひ
か
え
る
。
 

卵
は
一
日
一
個
と
す
る
。
 

バ
タ
ー
の
か
わ
り
に
リ
ノ
ー
ル
酸
の
多
 

い
マ
ー
ガ
リ
ン
を
使
う
。
 

⑤
糖
尿
病
食
は
健
康
長
寿
食
な
の
で
他
 

人
の
食
事
話
に
惑
わ
さ
れ
な
い
よ
う
に
 

す
る
。
 

) 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
 

（
順
不
同
・
敬
称
略
）
 

赤
池
町
社
会
福
祉
協
議
会
 

【
香
典
返
し
】
大
庭
ッ
ネ
子
（
赤
池
団
 

地
）
〇
小
松
輝
美
（
大
浦
）
〇
太
田
キ
 

ク
ェ
（
吉
ケ
浦
）
〇
秦
春
夫
（
市
場
）
 

〇
久
米
田
勲
（
町
営
伏
原
）
〇
新
谷
千
 

城
（
徳
人
原
）
〇
花
田
昇
（
稲
荷
1

) 

〇
浦
田
鷹
彦
・
浦
田
金
次
（
常
福
）
〇
 

松
本
忍
（
東
町
）
〇
太
田
キ
ョ
ミ
（
草
 

場
）
以
上
3

月
 13 

日
現
在
 10 

件
で
総
額
 

三
十
二
万
五
千
円
で
す
。
 

4 月福祉センターの行事 

【休館日】 

6日、13日、19日 7日、17日、28日 

27日、29日 午前10時～午後3時 

【福祉バス運行日】 

休館日を除く毎日 第1火曜日（4月7日） 

【演 芸】 

入館者へ自由に舞台 4 月14日因 

を提供します 
※ゲートボール場（ナイター可）も自由にこ利用下さい 

措
置
が
と
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
 

ま
だ
保
険
税
を
納
め
て
い
な
い
方
は
 

大
至
急
納
め
て
項
く
よ
う
、
お
願
い
し
 

ま
す
。
 

稿 投 

俳
旬
雑
考
⑨
 

三
木
 

春
翁
 

〇
老
楽
し
昼
も
温
め
し
酒
少
し
 

に
こ
ご
り
 

〇
煮
凝
や
老
の
た
し
な
む
昼
の
酒
 

煮
凝
と
は
、
魚
の
煮
汁
が
寒
気
で
凝
 

り
固
ま
っ
た
も
の
。
私
は
元
気
の
頃
、
 

昼
に
八
勺
、
タ
食
に
一
合
、
稀
に
寝
酒
 

も
八
勺
位
飲
ん
で
い
た
。
寝
酒
は
深
夜
 

ま
で
読
書
、
作
句
し
た
時
の
、
謂
は
ば
 

睡
眠
薬
の
代
わ
り
で
あ
っ
た
。
酒
好
き
 

の
俳
友
が
昨
年
肝
臓
ガ
ン
で
亡
く
な
っ
 

た
。
酒
は
百
薬
の
長
で
あ
る
と
共
に
、
 

百
害
の
長
で
も
あ
る
。
古
人
日
ふ
。
 

酒
は
微
酔
に
飲
み
、
花
は
半
開
に
見
 

る
、
と
。
 

〇
蕗
の
墓
酌
み
た
る
酒
も
ほ
ろ
苦
し
 

早
春
、
や
わ
ら
か
い
土
を
掻
き
分
け
 

て
蕗
の
墓
が
顔
を
出
す
。
私
は
そ
の
ー
 

つ
二
つ
を
摘
ん
で
来
て
卓
上
に
置
き
、
 

皮
を
半
ば
開
い
て
そ
の
芳
香
（
?
）
を
 

楽
し
ん
だ
り
、
晩
酌
の
時
に
微
量
を
噛
 

ん
で
ほ
ろ
苦
い
味
覚
を
賞
味
す
る
。
人
 

生
、
楽
し
い
こ
と
ば
か
り
は
な
い
。
苦
 

し
い
こ
と
や
悲
し
い
こ
と
、
ま
た
ほ
ろ
 

苦
い
思
い
を
す
る
こ
と
も
あ
る
。
そ
の
 

ほ
ろ
苦
い
人
生
の
味
が
、
蕗
の
茎
の
味
 

と
香
り
そ
っ
く
り
で
あ
る
。
蕗
の
墓
は
 

早
春
の
旬
の
味
で
あ
る
。
 

〇
金
の
酒
銀
の
酒
酌
み
花
の
宴
 

博
多
の
、
妻
の
兄
夫
婦
の
金
婚
式
と
 

私
達
夫
婦
の
銀
婚
式
を
博
多
の
某
料
亭
 

で
一
諸
に
催
し
た
の
は
、
九
年
程
前
で
 

あ
る
。
そ
の
時
、
私
は
右
の
短
冊
を
持
 

参
し
た
。
三
月
末
の
頃
で
、
桜
の
花
は
 

ま
だ
開
い
て
い
な
か
っ
た
が
、
東
京
か
 

ら
花
便
り
が
あ
っ
て
い
た
。
い
つ
も
は
 

関
門
海
峡
を
渡
っ
て
桜
前
線
が
北
上
す
 

る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
年
は
逆
に
東
京
 

か
ら
桜
前
線
が
西
下
し
た
。
今
年
は
、
 

暖
冬
と
春
雪
で
開
花
に
異
変
が
あ
る
か
 

も
知
れ
な
い
が
、
毎
年
の
例
か
ら
言
え
 

ば
、
四
月
五
日
か
ら
十
日
頃
ま
で
が
見
 

頃
と
思
わ
れ
る
。
 

金
婚
式
を
終
え
た
義
兄
は
そ
の
五
年
 

後
に
病
没
し
た
。
病
院
の
庭
に
一
樹
の
 

残
桜
が
残
り
咲
い
て
い
た
そ
う
だ
が
、
 

危
篤
の
知
ら
せ
を
受
け
た
日
は
終
日
強
 

風
で
あ
っ
た
。
葬
儀
に
は
私
は
行
け
な
 

か
っ
た
の
で
左
の
弔
句
を
妻
に
託
し
た
。
 

〇
残
桜
の
一
夜
の
風
に
散
り
果
て
し
 

昨
年
、
駅
前
の
公
園
と
若
八
幡
神
社
 

で
見
た
初
花
は
三
月
三
十
日
で
あ
っ
た
。
 

数
年
前
、
満
開
を
過
ぎ
た
頃
、
私
は
境
 

内
で
じ
っ
と
散
る
花
を
見
な
が
ら
左
の
 

句
を
詠
ん
だ
。
 

〇
さ
な
き
だ
に
散
り
ゆ
＜
花
を
風
そ
よ
ぐ
 

つ

れ

づ

れ

に

⑩

 

移
讐
か
松
本
た
か
し
 

〇
春
の
町
人
間
育
成
活
性
倍
加
 

〇
腰
弱
に
整
形
た
よ
る
春
ま
近
か
 

〇
土
井
委
員
長
春
の
国
会
初
陣
堂
々
 

〇
セ
ン
タ
ー
に
力
ラ
オ
ケ
舞
台
梅
陽
気
 

〇
売
上
税
自
民
独
走
総
雪
崩
 

県知事県議会議員選挙投票日一12日（午前7時～午後6時）」 
郵便週間一20日～26日（郵政省」 

ぐ 



⑨
⑤
⑩
 

川
業
如
防
w
川
相
談
川
m
『 

◆
生
ワ
ク
チ
ン
 

四
月
八
日
困
 
町
民
会
館
 

13
 

時
 30
 

分
ー
 
14
 

時
 30
 

分
（
生
誇
鯛
）
 

◆
乳
児
保
育
相
談
 

四
月
二
十
日
囲
 
町
民
会
館
 

10 

時
ー
 11 

時
 30 

分
（
生
後
口
留
也
 

◆
麻
し
ん
 

四
月
二
十
一
日
因
 
町
立
病
院
 

13
 

時
 30
 

分
ー
 
14
 

時
 30
 

分
（
生
艦
弱
）
 

◆
三
種
混
合
 

四
月
二
十
二
日
困
 
町
民
会
館
 

13
 

時
 30
 

分
ー
 
14
 

時
 30
 

分
（
生
繊
謂
）
 

※
4

月
よ
り
受
付
の
時
間
が
 14 

時
 30 

分
 

（
今
ま
で
は
 15 

時
）
に
な
り
ま
し
た
の
 

で
、
ち
ょ
っ
と
早
め
に
来
て
時
間
内
に
 

受
け
ま
し
ょ
う
。
 

誰
で
も
で
き
る
良
い
こ
と
で
す
 

会
員
募
集
“
手
話
の
会
「
や
ま
び
こ
」
）
 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
手
話
の
会
 

『
や
ま
び
こ
』
の
み
な
さ
ん
が
毎
週
木
 

曜
日
の
午
後
7

時
か
ら
8

時
過
ぎ
ま
で
 

同
和
対
策
中
央
研
修
所
で
手
話
の
講
習
 

を
続
け
て
い
ま
す
。
 

同
会
で
は
、
ろ
う
あ
者
の
み
な
さ
ん
 

と
い
っ
し
ょ
に
映
画
を
見
た
り
、
ピ
ク
 

ニ
ッ
ク
に
行
っ
た
り
し
て
く
れ
る
会
員
 

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
 

「
誰
に
で
も
で
き
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
 

あ
な
た
も
ぜ
ひ
参
加
し
て
下
さ
い
。
 

⑥
問
い
合
せ
H
社
会
福
祉
協
議
会
、
篠
 

原
久
美
子
さ
ん
（
容
 28 

1
4
6
4
6
 

母
 

昭和62年度入学式 

③小学校 

日時＝一＝昭和61年4 月9 日（わ 

10時から（受付9時～9時50分） 

場所＝=＝上野小学校（上野小学校区） 

市場小学校（市場小学校区） 

③中学校 

日時＝一昭和61年4 月10日（金） 

10時から（受付9時～9時40分） 

場所＝＝赤池中学校 

昭和62年度赤池町育英資金を次のとおり 

貸与しますので、希望される方は申し込み 

下さい。 

1 ．受給資格 

①町内に1年以上在住している人 

⑧品行方正で在学校長の推薦するもの 

2 ．貸与額および人数 

①高等学校またはこれと同程度の学校 

（定時制除く） 

月額=5千円、入学支度金＝=1万5千円 

⑧短大・大学 

月額=1万円、入学支度金＝=3万円 

3 ．受付期間 

4 月10日から5月8日まで 

※詳しくは教育委員会へ（公28-4100) 

若いあなたを、25人の仲間が待っていま 

す。君の 「夢」 を 「心」 を開いてくれる何 

かがあります。 遠慮せず一度のぞいて下さ 

し、o 

⑥定例会＝＝毎月第1、第3水曜日、午後8 

時から2時間程度、町民会館裏プレハブに 

て。 

⑥問い合せ＝＝二教育委員会、蒼い会事務局 

(容28-4100）又は、木村宏さんまで（容 

28一4931) 

⑥資格=16才以上（ただし高校生は除きま 

す）の男女。 

、ーノ 

狂
犬
病
予
防
注
射
 

と
畜
犬
登
録
 

狂
犬
病
予
防
注
射
と
畜
犬
登
録
を
表
 

の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。
生
後
九
十
一
 

日
以
上
の
飼
い
犬
は
必
ず
受
け
て
下
さ
 

い。 
▽
料
金
H

一
頭
に
つ
き
〇
予
防
注
射
料
 

'
2

、
2
0
0

円
〇
畜
犬
登
録
料
凸
2

、 

1
0
0

円
、
合
計
4

、
3
0
0
円
 

4月28日吹） 4 月15日（可9 4 月14日（大） 4 月13日明） 

役
場
「
旧
公
民
館
」
前
 

赤
池
駅
前
公
園
 

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
「
ア
カ
イ
ケ
」
前
 

赤
池
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
集
会
所
 

市
場
集
会
所
 

三
区
公
民
館
 

四
区
公
民
館
 

老
人
ホ
ー
ム
天
郷
荘
 

役
場
 
「
旧
公
民
館
」
前
 

赤
池
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
集
会
所
 

西
町
集
会
所
 

赤
池
駅
前
公
園
 

・
ン
ョ
ノ
ヒ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
 
「
ア
カ
イ
ケ
」
前
 

高
尾
（
船
津
店
前
）
 

市
場
集
会
所
 

草
場
集
会
所
 

三
区
公
民
館
 

四
区
公
民
館
 

大
浦
共
同
作
業
所
前
 

老
人
ホ
ー
ム
天
郷
荘
 

場
 

所
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14:30 
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15:30 
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10:30 
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13:50 
I 

15:30 

13:10 
1 

R 如 

10:40 
1 

11:50 

10:30 
1 

10:30 

14:10 
i 

15:30 

13:10 
1 
I 

14:30 

10

5~ 

10:30 

比叩 

時
間
 

⑨
 

⑧
 

暖
か
く
な
っ
た
り
、
又
寒
が
戻
っ
た
 

り
の
三
月
、
赤
池
中
学
校
、
市
場
・
上
 

野
両
小
学
校
の
卒
業
式
が
い
ろ
い
ろ
な
 

飾
り
つ
け
を
し
た
体
育
館
で
行
わ
れ
ま
 

し
た
。
式
の
後
、
各
教
室
で
の
先
生
と
 

の
別
れ
。
最
後
の
言
葉
を
生
徒
に
語
る
、
 

い
や
語
ろ
う
と
し
て
声
が
つ
ま
り
、
目
 

を
真
赤
に
し
て
、
そ
れ
で
も
な
ん
と
か
 

笑
お
う
と
語
り
か
け
よ
う
と
し
て
い
た
 

先
生
。
そ
の
先
生
の
顔
を
少
し
見
上
げ
 

て
は
う
つ
む
き
、
さ
か
ん
に
ハ
ン
カ
チ
 

を
動
か
し
て
い
た
生
徒
。
ち
ょ
っ
と
横
 

を
向
き
奥
歯
を
噛
み
し
め
て
い
た
お
父
 

さ
ん
。
さ
か
ん
に
鼻
を
す
す
り
あ
げ
、
 

誰
よ
り
も
涙
を
流
し
た
お
母
さ
ん
。
生
 

徒
た
ち
を
見
つ
め
る
ど
の
顔
も
、
見
つ
 

め
ら
れ
る
生
徒
の
顔
も
、
本
当
に
一
番
 

素
直
な
良
い
顔
に
見
え
ま
し
た
。
貴
重
 

な
体
験
を
し
た
卒
業
の
日
で
す
。
 

ー

無

縁

墳

墓

の

改

葬

 

▼
墓
地
の
所
在
地
 
大
分
県
大
分
市
大
 

字
牧
千
四
百
二
番
地
 

〇
墳
墓
数
一
一
五
墓
 
基
 

〇
届
出
先
 
大
分
県
大
分
市
3

丁
目
4
 

番
 23 

号
（
妙
観
寺
）
合
0
9
7
5
1
 58 

ー
 

［I

にu

つJ

'4
→ 

〇
届
出
期
限
 

4
月
 15 

日
 

I町議会議員一般選挙投票日-26日（午前7時～午後6時）


